
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 ‐ 100 100 100.0% ａ 1.00

2 ‐ 97 90 107.7% ａ 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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上位政策 6　文化

１　客観指標評価

年度

23年度評価

前回値

文化市民局・文化芸術都市推進室

年度

1

100

131

‐

施策番号 0604

施策名 かけがえのない文化財の保護，活用と伝承

‐‐

2

‐

概要

 文化財の調査・指定・登録等により文化財保護の機運を高めるとともに，文化財の
調査や保存・活用策の提案ができる人材や，活用事業のボランティアの育成する。

市民生活実感調査総合評価

設問

文化財が社会全体で大切にされ，地域の活性化にもつな
がっている。
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ｂ

年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 63,016 58,418

2 11,010 11,116

3 1,945 16,457

4 79,434 77,337

5 95,572 94,206

6 11,515 11,647

7 1,716 1,716

8 84,446 81,629

9 22,378 22,378

10 2,878 2,878

11 250,266 200,266

12 7,454 7,599

13 32,378 32,378

14 93,720 96,240

15 0 41,126

16 48,068 335,300

17 160 300

18 25,180 25,180

19 0 －

20 15,155 15,180

21 3,403 3,432

22 48,660 18,040

23 0 4,440

24 13,100 79,915

25 6,403 7,204

26 5,558 6,504

27 12,430 25,209

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

- 文化市民局

- 文化市民局

- 文化市民局

- 文化市民局

- 文化市民局

- 文化市民局

- 文化市民局

普通 文化市民局

かなり良い 文化市民局

文化市民局

かなり良い

かなり良い 文化市民局

文化市民局

文化市民局

- 文化市民局

かなり良い

埋蔵文化財発掘調査

埋蔵文化財普及啓発事業

- 文化市民局

普通 文化市民局

良い 文化市民局

かなり悪い 文化市民局

- 文化市民局

文化財普及啓発事業

文化財保護審議会

文化財保護事業資金融資事業

伝統行事助成

担当局

社寺等屋根工事技能者養成研修助成

かなり悪い 文化市民局

かなり良い

文化市民局

□　市民の実感

年
度

23年度
予算額

かなり良い 文化市民局

- 文化市民局

かなり良い

文化市民局

かなり良い

-

-

施策の目的が十分に達成されている

重み付け

事業名

市指定文化財等助成事業

今後の方向性の検討

 　客観指標

22年度
決算額

文化市民局

A

（重み付けの理由）
　文化財の適切な保護を実施することが肝要であるため，客観指標を重視する。

（原因分析）
・文化財保護課から京都市文化財保護審議会に対して諮問した案件は，全て指定・登録されていることから，専門的な
調査が十分に行われていることが分かる。専門的意見を得ることで，指定・登録による適切な文化財の保護が可能とな
る。
・文化財の公開事業や歴史的建造物保護の取組に参加できる人材の育成が進んでいる。
・市民の実感については，文化財による地域の活性化に対する肯定的な回答が6割近くに及び，文化財が身近に感じら
れている状況がうかがわれる。

文化観光資源保護財団助成

事業費の状況（千円）
23年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

良い 文化市民局

かなり良い

埋蔵文化財出土遺物整理

かなり良い

埋蔵文化財研究所貸付金
みやこ文化財愛護委員，文化財マネージャーの育成

埋蔵文化財出土遺物文化財指定準備

文化市民局

・文化財の指定・登録を行うために必要な調査を実施しており，緊急性の高いものから指定し保護す
るためには，全数調査を実施し指定・登録を計画的に行う必要があるが，調査には多額の経費が掛か
るため，財政状況の厳しい現状ではできるだけ多くの状況を把握し，貴重な文化財が失われることの
ないよう努める。
・みやこ文化財愛護委員については，文化財保護技師や民間のボランティア団体との連携により育成
事業を実施する。文化財マネジャーについては，これまでと同様に育成事業を実施する。

重要文化的景観選定に向けた調査

京都の民俗文化総合活性化プロジェクト

考古遺産を活用した京都の魅力発信事業

世界遺産追加登録に向けた調査・検討

史跡岩倉具視幽棲旧宅修理
特別天然記念物オオサンショウウオの緊急生息調査

文化財展示室整備

大学との連携による未指定文化財庭園の調査

条例関連実態調査

京都市埋蔵文化財考古資料の電子化作業

文化事業基金積立

デジタルアーカイブ事業

京都市考古資料館

京都市文化財建造物保存技術研修センター



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23

‐ ‐ a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 107.7%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23

‐ ‐ a

備考
定員
愛護委員講演・見学会：50名
マネージャー講座：40名

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

育成講座の参加者数や研修講座終了者
を登録するため，各講座の定員に対す
る参加者数の比率をもとに，基準値を
設定した。80％以上をａ，以下20％刻
みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

数値 根拠

131 97 34人減 90 当該年度育成講座等の参加者数

文化財の公開事業や建造物保護の取組等に参加できる人の育成数

文化財にかかわる多様な人材育成を示す指標 出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

21年度 22年度

指標名 みやこ文化財愛護委員，文化財マネージャーの育成数（人）

担当課 文化財保護課 連絡先 ７６１－７７９９

備考
根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

調査した文化財の中から保存の必要の
あるものを，京都市文化財保護審議会
の審議を経て指定・登録するため，諮
問件数／答申件数＝100％を基準値に設
定した。80％以上をａ，以下20％刻み
で基準を設定した。

全国順位
中長期目標

数値 根拠

100 100 増減なし 100
文化財保護審議会に諮問し，答申を得
られた割合

本市が指定，登録するに当たり適当と認められた文化財の数

文化財を保護し，活用していることを示す指標 出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

21年度 22年度

担当課 文化財保護課 連絡先 ７６１－７７９９

施策名 0604 かけがえのない文化財の保護，活用と伝承

指標名 文化財保護審議会答申率（％）


